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衆
議
院
議
員
首
藤
信
彦
君
提
出
核
燃
料
輸
送
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

核
燃
料
物
質
運
搬
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
「
原
子
力
施
設
等
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
五
年
六
月
三
十
日

原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
）
に
お
い
て
、
「
万
一
原
子
力
緊
急
事
態
に
至
る
こ
と
を
想
定
し
た
と
し
て
も
、
事
故
の
際
に
対

応
す
べ
き
範
囲
が
極
め
て
狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
輸
送
が
行
わ
れ
る
都
度
に
経
路
が
特
定
さ
れ
、
原
子
力
施
設
の

よ
う
に
事
故
発
生
場
所
が
あ
ら
か
じ
め
特
定
さ
れ
な
い
こ
と
等
の
輸
送
の
特
殊
性
を
鑑
み
れ
ば
、
原
子
力
事
業
者
と
国
が
主

体
的
に
防
災
対
策
を
行
う
こ
と
が
実
効
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

核
燃
料
物
質
運
搬
中
の
事
故
が
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
百
九
十
五
号
）
第
四
条
第

四
項
に
定
め
る
事
象
で
あ
る
場
合
に
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
力
事
業
者
は
、
直
ち
に
、
主
務
大
臣
（
経
済
産
業
大
臣
又
は
文
部
科
学
大
臣
及
び
国
土
交
通
大

臣
。
以
下
同
じ
。
）
並
び
に
当
該
事
故
が
発
生
し
た
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
に
通
報
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
通
報
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
関
係
省
庁
事
故
対
策
連
絡
会
議
の
開
催
、
国
の
職
員
及
び

あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
専
門
家
の
現
地
派
遣
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

一



ま
た
、
当
該
事
故
が
同
法
第
二
条
第
二
号
の
原
子
力
緊
急
事
態
に
当
た
る
場
合
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
同
法
第
十
五

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
を
す
る
と
と
も
に
、
同
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
内
閣

総
理
大
臣
を
本
部
長
、
主
務
大
臣
を
副
本
部
長
と
す
る
原
子
力
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
同
法
第

十
七
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
現
地
対
策
本
部
に
お
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
事
故
発
生
場
所
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
及
び
市
町
村
に
対
し
事
故
現
場
周
辺
の
住
民
避
難
等
の
指
示
を
行
う
な
ど
、
一
般
公
衆
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
な
る
。

二
に
つ
い
て

核
燃
料
物
質
の
運
搬
に
関
し
て
は
、
安
全
規
制
担
当
省
庁
（
経
済
産
業
省
又
は
文
部
科
学
省
及
び
国
土
交
通
省
。
以
下
同

じ
。
）
そ
の
他
の
関
係
省
庁
が
、
原
子
力
事
業
者
又
は
原
子
力
事
業
者
か
ら
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
者
（
以
下
「
原
子
力
事
業

者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
核
燃
料
物
質
の
運
搬
を
行
う
際
に
と
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。
原
子
力
事
業

者
等
は
、
そ
の
指
導
に
基
づ
い
て
輸
送
物
積
載
車
両
の
ほ
か
に
伴
走
車
両
を
配
置
し
た
輸
送
隊
の
編
成
、
事
故
発
生
時
の
緊

急
連
絡
体
制
の
確
立
等
の
措
置
を
と
っ
て
お
り
、
仮
に
事
故
が
発
生
し
、
輸
送
物
積
載
車
両
の
乗
員
が
重
大
な
障
害
を
負
っ

た
と
し
て
も
、
伴
走
車
両
の
乗
員
に
よ
る
通
報
等
に
よ
り
、
関
係
機
関
に
迅
速
な
通
報
が
行
わ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二



三
に
つ
い
て

運
搬
中
の
核
燃
料
物
質
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
施
設
内
に
あ
る
場
合
よ
り
も
不
法
移
転
及
び
妨
害
破
壊
行
為
（
以
下
「
妨

害
破
壊
行
為
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
ぜ
い
弱
で
あ
り
、
適
切
な
核
物
質
防
護
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
政
府
と
し

て
は
、
運
搬
中
の
核
燃
料
物
質
に
対
す
る
妨
害
破
壊
行
為
等
を
未
然
に
防
ぐ
と
い
う
観
点
か
ら
、
原
子
力
事
業
者
等
及
び
原

子
力
事
業
者
か
ら
協
定
に
基
づ
い
て
情
報
提
供
を
受
け
て
い
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
運
搬
日
時
、
経
路
等
の
運
搬
に
係

る
詳
細
な
事
項
に
つ
い
て
、
適
切
な
情
報
管
理
を
行
う
よ
う
要
請
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

他
方
、
核
燃
料
物
質
の
運
搬
に
当
た
っ
て
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
等
に
基
づ
き
、
そ
の
安
全
確
保
の
た
め
に
十
分

な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
万
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
事
故
の
際
に
対
応
す

べ
き
範
囲
が
極
め
て
狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
等
の
輸
送
の
特
殊
性
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
原
子
力
事
業
者
等
と
国
が
主

体
的
に
防
災
対
策
を
行
う
こ
と
が
実
効
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
子
炉
等
規
制
法
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
等
に
基

づ
き
、
迅
速
に
安
全
確
保
及
び
災
害
対
策
を
図
る
た
め
の
対
応
体
制
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
核
燃
料
物
質
を
運
搬
す
る
者
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
第
五
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
核
燃
料
物
質

三



の
運
搬
の
経
路
で
あ
る
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
対
し
、
運
搬
日
時
、
経
路
等
に
つ
い
て
事
前
の
届
出
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
政
府
と
し
て
は
、
運
搬
日
時
や
警
備
体
制
等
、
事
前
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
核
物
質
防
護
の
実
効
性
を

損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
慎
重
に
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

原
子
炉
等
規
制
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
事
業
者
等
は
、
地
震
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
が
起
こ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
核
燃
料
物
質
に
よ
る
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
又
は
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
応
急

の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
関
係
省
庁
に
お
い
て
も
、
核
燃
料
物
質
の
運
搬
を
行
う

輸
送
隊
に
は
、
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
専
門
家
を
同
行
さ
せ
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
経
済
産
業
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
又
は
国
土

交
通
大
臣
は
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
原
子
力
事
業
者
等
に
対
し
、
核
燃
料
物
質
に
よ
る
災
害
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

四



核
燃
料
物
質
運
搬
中
の
事
故
が
発
生
し
た
際
は
、
国
及
び
原
子
力
事
業
者
等
が
緊
急
事
態
応
急
対
策
を
主
体
的
に
講
ず
る

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
原
子
力
事
業
者
等
が
直
ち
に
応
急
の
措
置

を
講
じ
、
ま
た
、
安
全
規
制
担
当
省
庁
に
お
い
て
も
、
速
や
か
に
関
係
省
庁
事
故
対
策
連
絡
会
議
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

国
の
職
員
及
び
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
、
日
本
原
子
力
研
究
所
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構

等
に
所
属
す
る
専
門
家
を
現
場
へ
派
遣
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
放
射
性
同
位
元
素
使
用
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
放
射
性
同
位
元
素
の
使
用
者
等
は
、
地

震
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
よ
り
放
射
線
障
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
放
射
線
障
害
が
発
生
し
た
場

合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
応
急
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
に
お
い
て

も
、
放
射
性
同
位
元
素
の
使
用
者
等
か
ら
の
連
絡
に
基
づ
き
安
全
確
保
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
な
る
。

六
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
米
国
」
と
い
う
。
）
原
子
力
軍
艦
が
我
が
国
に
寄
港
す
る
に
際
し
て
は
、
千
九
百
六
十
四
年

八
月
二
十
四
日
の
「
外
国
の
港
に
お
け
る
合
衆
国
原
子
力
軍
艦
の
運
航
に
関
す
る
合
衆
国
政
府
の
声
明
」
（
以
下
「
声
明
」

五



と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
米
国
海
軍
は
、
外
務
省
に
対
し
、
通
常
、
入
港
の
少
な
く
と
も
二
十
四
時
間
前
に
、
そ
の
原
子
力

軍
艦
の
寄
港
地
、
入
港
予
定
時
刻
、
停
泊
又
は
投
び
よ
う
の
予
定
位
置
等
に
つ
い
て
通
報
（
以
下
「
事
前
通
報
」
と
い
う
。
）

を
行
っ
て
い
る
。
米
国
原
子
力
軍
艦
が
寄
港
す
る
際
に
は
、
こ
の
事
前
通
報
を
受
け
て
、
文
部
科
学
省
、
海
上
保
安
庁
及
び

関
係
地
方
公
共
団
体
が
緊
密
な
連
携
の
下
に
放
射
能
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
我
が
国
に
寄
港
し
た
米
国
原
子
力
軍
艦
に
お
い
て
原
子
炉
に
係
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
た
緊
急
連
絡

網
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
事
故
発
生
時
に
は
、
在
日
米
国
大
使
館
が
外
務
省
に
対
し
通
報
し
、
こ
れ
を
受
け
て
、
外
務
省
が

関
係
地
方
公
共
団
体
を
含
め
国
内
関
係
当
局
に
対
し
連
絡
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
米
国
政
府
は
、
事
故
の
発
生
に
よ
り

航
行
不
能
と
な
っ
た
米
国
原
子
力
軍
艦
を
安
全
な
状
態
と
す
る
責
任
を
負
う
旨
声
明
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
我
が

国
政
府
は
、
米
国
政
府
に
対
し
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
と
な
る
。

政
府
と
し
て
は
、
米
国
原
子
力
軍
艦
の
寄
港
に
際
し
て
は
一
層
の
安
全
確
保
と
事
故
防
止
に
万
全
を
期
す
よ
う
、
今
後
と

も
米
国
政
府
に
対
し
て
申
し
入
れ
て
ま
い
り
た
い
。

六


